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﹃
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﹄
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Cho, Eunil 
︻
原
⽂
①
︼
   

其
三
道
⾏
書
︑
悉
取
訣
於
集
議
︑
以
爲
天
信
︒
即
且
響
應
⽴
効
也
︒ 

其
正
神
靈
者
︑
取
訣
於
洞
明
萬
萬
⼈
也
︑
以
爲
天
信
︒ 

其
凡
⽂
欲
正
之
者
︑
取
訣
於
拘
校
︑
以
爲
天
信
︒ 

其
欲
樂
知
吾
書
信
者
︑
取
訣
於
瞀
疾
⾏
之
︑
且
與
天
響
應
︑
善
者
⽇
興
︑
惡
者
⽇
消
︑
以
爲
天
信
︒ 

其
欲
署
置
得
善
⼈
者
︑
取
訣
於
九
⼈
︒
其
問
⼊
室
與
未
者
︑
取
訣
於
洞
⽩
也
形
無
彰
蔽
︑
以
爲
天
信
︒ 

其
欲
知
⾝
成
道
⽽
不
死
者
︑
取
訣
於
⾝
已
成
神
即
度
世
矣
︑
以
爲
天
信
︒ 

其
欲
洽
洞
知
吾
書
⽂
意
者
︑
從
上
到
下
盡
讀
之
︑
且
⾃
照
察
︑
⼼
⼤
解
︑
無
復
疑
也
︑
⼀
得
其
意
︑
不
能
復

去
也
︒ 

  ︻
校
勘
①
︼ 

﹃
太
平
經
﹄
卷
之
⼀
百
⼋
﹁
要
訣
⼗
九
條
﹂
第
⼀
百
七
⼗
三 

１
﹁
其
三
道
⾏
書
︑
悉
取
訣
於
集
議
︑
以
爲
天
信
﹂
︑
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁
其
三
道
⾏
書
者
︑
悉
取
訣
於
集

議
︐
以
爲
天
信
︑
即
其
之
⼈
上
建
也
﹂ 

２
﹁
其
正
神
靈
者
︑
取
訣
於
洞
明
萬
萬
⼈
也
︑
以
爲
天
信
﹂
︑
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁
其
正
神
靈
者
︑
取
訣
於
洞

明
萬
萬
⼈
也
︑
以
爲
天
信
矣
﹂ 

３
﹁
其
欲
樂
知
吾
書
信
者
﹂
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁
其
欲
樂
知
吾
道
書
信
者
﹂ 

４
﹁
其
問
⼊
室
與
未
者
︑
取
訣
於
洞
⽩
也
﹂
︑
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁
其
問
⼊
室
成
與
未
者
︑
取
訣
於
洞
明
⽩

也
﹂ 

５
﹁
其
欲
知
⾝
成
道
⽽
不
死
者
︑
取
訣
於
⾝
已
成
神
﹂
︑
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁
其
欲
知
⾝
成
道
⽽
不
死
者
︑
取

訣
於
⾝
已
成
神
也
﹂ 

 

︻
書
き
下
し
⽂
①
︼ 

其
の
三
道
⾏
書
︑
悉
く
訣
を
集
議
に
取
り
︑
以
て
天
信
と
爲
す
︒
即
ち
且
つ
響
き
の
ご
と
く
應
じ
⽴
ち
ど
こ

ろ
に
効
く
な
り
︒ 

其
の
神
靈
を
正
す
者
は
︑
訣
を
萬
萬
の
⼈
を
洞
明
す
る
こ
と
に
取
り
︑
以
て
天
信
と
爲
す
︒ 

其
の
凡
⽂
 

之
を
正
さ
ん
と
欲
す
る
者
︑
訣
を
拘
校
に
取
り
︑
以
て
天
信
と
爲
す
︒ 

其
の
吾
が
書
の
信
を
知
る
こ
と
を
樂
︵
ね
が
︶
い
欲
す
る
者
︑
訣
を
取
る
こ
と
︑
瞀
疾
︵
す
み
や
か
︶
に
之

を
⾏
い
︑
且
つ
天
と
響
應
し
︑
善
な
る
者
は
⽇
び
興
り
︑
惡
な
る
者
は
⽇
び
消
え
る
こ
と
に
於
い
て
し
︑
以

て
天
信
と
爲
す
︒ 

其
の
署
置
し
て
善
⼈
を
得
ん
と
欲
す
る
者
︑
訣
を
九
⼈
に
取
る
︒ 

其
の
⼊
室
な
る
か
未
だ
せ
ざ
る
か
を
問
う
者
︑
訣
を
取
る
こ
と
︑
洞
⽩
な
る
や
︑
形
に
彰
蔽
無
き
に
於
い
て

し
︑
以
て
天
信
と
爲
す
︒ 

其
の
⾝
︑
成
道
し
て
不
死
な
る
か
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
者
︑
訣
を
取
る
こ
と
︑
⾝
已
に
神
を
成
し
︑
即
ち
度

世
す
る
に
於
い
て
し
︑
以
て
天
信
と
爲
す
︒ 

其
の
洽
く
吾
が
書
の
⽂
意
を
洞
知
せ
ん
欲
す
る
者
︑
上
從
り
下
に
到
る
ま
で
︑
盡
く
之
を
讀
み
︑
且
つ
⾃
ら

照
察
す
れ
ば
︑
⼼
は
⼤
い
に
解
し
︑
復
た
疑
い
無
き
な
り
︒
⼀
た
び
其
の
意
を
得
れ
ば
︑
復
た
去
る
こ
と
能
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わ
ざ
る
な
り
︒ 

 
︻
訳
①
︼ 

こ
の
三
道
⾏
書
︵
天
地
⼈
に
⾏
わ
れ
る
道
書
︶
は
︑
す
べ
て
︵
神
⼈
た
ち
が
︶
集
い
議
論
し
て
秘
訣
を
定
め

た
も
の
で
︑
天
信
︵
天
意
の
證
し
︶
と
な
す
︒
三
道
⾏
書
を
⽤
い
れ
ば
︑
響
き
の
よ
う
に
反
應
が
あ
り
︑
た

ち
ど
こ
ろ
に
効
果
が
あ
る
︒ 

神
靈
を
正
し
く
す
る
も
の
は
︑
万
⼈
を
洞
察
す
る
知
惠
よ
り
秘
訣
を
定
め
︑
そ
れ
を
天
信
と
な
す
︒ 

あ
ら
ゆ
る
⽂
章
を
正
そ
う
と
す
る
も
の
は
︑
校
勘
に
よ
Ù
て
秘
訣
を
定
め
︑
そ
れ
を
天
信
と
な
す
︒ 

吾
の
道
書
の
靈
驗
を
知
り
た
い
も
の
は
︑
す
ば
や
く
こ
れ
を
⾏
え
ば
︑
天
と
影
響
し
あ
い
︑
善
な
る
も
の
は

⽇
々
興
り
︑
惡
な
る
も
の
は
⽇
々
消
え
て
い
く
こ
と
に
よ
Ù
て
秘
訣
を
定
め
る
︒
そ
れ
を
天
信
と
な
す
︒ 

役
所
と
官
職
を
置
い
て
善
⼈
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
は
︑
九
⼈
︵
の
議
論
︶
に
よ
Ù
て
秘
訣
を
定
め
る
︒ 

︵
得
道
の
境
地
に
︶
⼊
室
で
き
て
い
る
か
︑
で
き
て
い
な
い
か
を
問
い
た
だ
す
も
の
は
︑
︵
全
⾝
が
︶
洞
⽩

と
な
り
︑
⾁
體
に
彰
︵
あ
ら
わ
れ
︶
も
蔽
︵
か
く
れ
︶
も
な
く
な
る
こ
と
に
よ
Ù
て
秘
訣
を
定
め
る
︒
そ
れ

を
天
信
と
な
す
︒ 

道
を
成
し
て
不
死
の
⾝
と
な
Ù
た
の
か
を
知
り
た
い
も
の
は
︑
⾝
が
す
で
に
神
と
成
り
︑
た
だ
ち
に
世
俗
を

超
越
す
る
こ
と
に
よ
Ù
て
秘
訣
を
定
め
︑
そ
れ
を
天
信
と
な
す
︒ 

あ
ま
ね
く
私
の
書
の
⽂
意
を
洞
知
し
た
い
と
思
う
も
の
は
︑
上
よ
り
下
に
い
た
る
ま
で
す
べ
て
こ
れ
を
讀

み
︑
そ
の
う
え
に
⾃
ず
か
ら
觀
照
し
洞
察
す
れ
ば
︑
⼼
は
⼤
い
に
悟
り
︑
復
た
疑
う
こ
と
な
く
︑
⼀
た
び
そ

の
奥
義
を
體
得
す
れ
ば
︑
ま
た
失
う
こ
と
は
な
い
︒  

 

︻
注
釈
①
︼ 

〇
其
三
道
⾏
書 

﹃
太
平
經
﹄
卷
之
四
⼗
⼋
・
﹁
三
合
相
通
訣
﹂
第
六
⼗
五
﹁
書
者
︑
但
通
⽂
書
三
道
⾏
書
也
﹂
︒ 

﹃
太
平
經
﹄
卷
五
⼗
五
﹁
欲
樂
第
⼀
者
宜
象
天
︑
欲
樂
第
⼆
者
宜
象
地
︑
欲
樂
第
三
者
宜
象
⼈
︑
欲
樂
第
四

者
宜
象
萬
物
︒
象
天
者
獨
⽼
壽
︑
得
天
⼼
︒
象
地
者
⼩
不
壽
︑
得
地
意
︒
象
⼈
者
壽
減
少
︑
象
萬
物
者
死
︑

無
時
無
數
也
︒
象
天
者
︑
三
道
通
⽂
︑
天
有
三
⽂
︑
明
爲
三
明
︑
謂
⽇
⽉
列
星
也
︒
⽇
以
察
陽
︑
⽉
以
察

陰
︑
星
以
察
中
央
︑
故
當
三
道
⾏
書
︑
⽽
務
取
其
聰
明
︒…

…

象
地
者
︑
⼆
道
⾏
書
︒
象
⼈
者
︑
⼀
道
⾏

書
︒
﹂ 

 

〇
取
訣 

﹃
太
平
經
﹄
で
は
︑
﹁
要
訣
⼗
九
條
﹂
に
集
中
し
て
出
て
い
る 

 

〇
以
爲
天
信 

﹃
太
平
經
﹄
で
は
︑
﹁
要
訣
⼗
九
條
﹂
に
の
み
出
る
表
現
の
よ
う
で
あ
る 

 

〇
即
且
響
應
⽴
効
也 

﹃
太
平
經
﹄
卷
三
⼗
九
﹁
解
師
策
書
訣
﹂
第
五
⼗
﹁
信
⽤
之
者
︑
⽴
效
⾒
響
應
︑
是
其
明
證
也
︑
迺
與
天

合
︑
故
響
應
也
﹂
︒ 
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〇
洞
明  

﹃
太
平
經
﹄
卷
七
⼗
三
⾄
⼋
⼗
五
戊
部
五
⾄
⼗
七
 
闕
題
﹁
古
者
帝
王
得
賢
明
乃
道
興
︑
不
敢
以
下
愚
不
肖

爲
近
輔
︑
速
以
吾
此
⽂
付
上
德
之
君
⾏
之
︒
洞
明
者
光
︑
以
三
氣
相
⾒
問
之
︑…

﹂
︒ 

 

〇
其
凡
⽂
欲
正
之
者
︑
取
訣
於
拘
校 

﹃
太
平
經
﹄
卷
九
⼗
⼋
⼰
部
之
⼗
三
﹁
核
⽂
壽
⻑
訣
﹂
第
⼀
百
五
⼗
⼋
﹁
故
令
使
真
⼈
付
道
於
上
德
之
君
︑

拘
校
凡
⽂
⼈
辭
聖
書
者
︑
明
以
⽰
衆
賢
︑
使
⼀
俱
覺
解
迷
與
惑
也
︒
已
拘
校
凡
⽂
之
後
︑
災
⽇
去
矣
﹂
︒ 

 

〇
洞
⽩ 

﹃
太
平
經
﹄
卷
七
⼗
三
⾄
⼋
⼗
五
戊
部
五
⾄
⼗
七
 
闕
題
﹁
凡
精
思
之
道
︑
成
於
幽
室
︑
不
求
榮
位
︑
志
⽇

調
密
︑
開
蒙
洞
⽩
︑
類
似
晝
⽇
﹁
︒ 

 

〇
其
欲
知
⾝
成
道
⽽
不
死
者
︑
取
訣
於
⾝
已
成
神
︑
即
度
世
矣  

﹃
太
平
經
﹄
卷
⼀
百
五
⼗
四
⾄
⼀
百
七
⼗
癸
部
不
分
卷
﹁
賢
不
肖
⾃
知
法
﹂
﹁
夫
⼈
愚
學
⽽
成
賢
︑
賢
學
不

⽌
成
聖
︑
聖
學
不
⽌
成
道
︑
道
學
不
⽌
成
仙
︑
仙
學
不
⽌
成
真
︑
真
學
不
⽌
成
神
︑
皆
積
學
不
⽌
所
致

也
﹂
︒ 

 

〇
成
道 

﹃
太
平
經
﹄
卷
之
九
⼗
⼋
﹁
包
天
裹
︵
り
︶
地
守
氣
不
絕
訣
﹂
第
⼀
百
六
⼗ 
﹁
賢
明
欲
樂
活
者
︑
可
學
吾

⽂
︑
思
其
意
︑
⼊
室
成
道
︑
可
得
活
﹂
︒ 

 

〇
度
世 

﹃
楚
辭
﹄
遠
游
﹁
欲
度
世
以
忘
歸
兮
︑
意
姿
睢
以
擔
撟
︒
︵
洪
興
祖
補
注
︑
度
世
︑
謂
僊
去
也
︒
︶
﹂ 

 

○
洞
知 

﹃
太
平
經
﹄
卷
六
⼗
九
﹁
天
師
深
洞
知
天
地
表
裏
陰
陽
之
情
﹂
︒
卷
九
⼗
六
﹁
已
洞
知
之
︒
﹂ 

 

○
照
察 

﹃
太
平
經
﹄
卷
之
⼀
百
⼀
⼗
九
﹁
三
者
爲
⼀
家
陽
⽕
數
五
訣
﹂
第
⼆
百
⼀
⼗
⼆
﹁
天
與
⽇
與
⼼
常
明
︑
無
不

⽽
照
察
﹂
︒ 

 

︻
原
⽂
②
︼ 

其
欲
效
吾
書
︑
視
真
與
偽
︑
以
治
⽇
向
太
平
︑
以
爲
天
信
︒ 

其
欲
壽
可
得
與
不
者
︑
取
訣
於
太
平
之
後
也
︑
如
未
太
平
︑
先
⼈
流
災
為
害
︑
難
以
效
命
︑
以
爲
天
信
︒ 

⼤
陽
欲
知
太
平
者
︑
取
訣
於
由
斷
⾦
也
︒ 

⽔
與
⽕
︑
欲
厭
絕
奸
⾂
︑
訞
不
得
作
者
︑
取
訣
於
由
斷
⾦
︑
衰
市
酒
也
︒ 

欲
得
天
道
⼤
興
法
者
︑
取
訣
於
拘
校
眾
⽂
與
凡
⼈
訣
辭
也
︒ 
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欲
得
良
藥
者
︑
取
訣
拘
校
凡
⽅
⽂
⽽
效
之
也
︒ 

欲
得
疾
太
平
者
︑
取
訣
於
悉
出
真
⽂
⽽
絕
去
邪
偽
⽂
也
︒ 

欲
樂
思
⼈
不
復
殺
傷
⼥
者
︑
取
訣
於
各
居
其
處
︑
隨
⼒
⾐
⾷
︑
勿
使
還
 
愁
苦
⽗
⺟
⽽
反
逆
也
︒ 

欲
除
疾
病
⽽
⼤
開
道
者
︑
取
訣
於
丹
書
吞
字
︒ 

欲
知
集
⾏
書
訣
也
︑
如
其
⽂
⽽
重
丁
寧
︑
善
約
束
之
︑
⾏
之
⼀
⽇
︑
消
百
害
︿
獨
﹀[

猾]

⼈
⼼
︑
⼀
旦
轉
⽽

都
正
也
︑
以
爲
天
信
︒ 

 

︻
校
勘
②
︼ 

６
﹁
其
欲
效
吾
書
︑
視
真
與
偽
﹂
︑
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁
其
欲
效
吾
書
︐
視
其
真
與
偽
者
﹂ 

７
﹁
其
欲
壽
可
得
與
不
者
︑
取
訣
於
太
平
之
後
也
﹂
︑
﹃
太
平
經
﹄
﹁ 

其
欲
知
壽
可
得
與
不
者
︐
取
訣
於

太
平
之
後
也
﹂
︒ 

８
﹁
如
未
太
平
︑…

 

以
爲
天
信
﹂
︑
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁
如
未
太
平
︐…

以
爲
天
信
矣
﹂ 

９
﹁
⼤
陽
欲
知
太
平
者
︑
取
訣
於
由
斷
⾦
也
﹂
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁
太
陽
欲
知
太
平
者
︑
取
訣
於
由
斷
⾦
也
﹂ 

⒑
﹁
取
訣
於
丹
書
吞
字
﹂
︑
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁
取
訣
於
丹
書
吞
字
也
﹂ 

 

︻
書
き
下
し
⽂
②
︼ 

其
の
吾
が
書
を
效
︵
な
︶
ら
わ
ん
と
欲
す
る
も
の
︑
真
と
偽
を
視
︑
以
て
治
し
て
⽇
び
太
平
に
向
い
︑
以
て

天
信
と
爲
す
︒ 

其
の
壽
 

得
可
き
や
い
な
や
を
︵
知
ら
ん
と
︶
欲
す
る
者
は
︑
訣
を
取
る
こ
と
︑
太
平
の
後
に
な
る
も
︑
未

だ
太
平
な
ら
ざ
る
が
如
く
し
︑
先
⼈
の
流
災
を
害
と
為
し
︑
以
て
效
命
す
る
に
難
し
と
す
る
に
於
い
て
す
︒

以
Ù
て
天
信
と
な
す
︒ 

太
陽
も
て
太
平
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
者
︑
訣
を
斷
⾦
に
由
る
に
取
る
︒ 

⽔
と
⽕
も
て
︑
奸
⾂
を
厭
絕
し
︑
訞
の
作
る
を
得
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
者
は
︑
訣
を
取
る
こ
と
︑
斷
⾦
に

由
り
︑
市
酒
を
衰
す
こ
と
に
於
い
て
す
︒ 

天
道
を
得
て
⼤
に
法
を
興
さ
ん
と
欲
す
る
者
︑
訣
を
取
る
こ
と
︑
眾
⽂
と
凡
⼈
の
訣
辭
を
拘
校
す
る
に
於
い

て
す
︒ 

良
き
藥
を
得
ん
と
欲
す
る
者
︑
訣
を
取
る
こ
と
︑
凡
の
⽅
⽂
を
拘
校
し
て
之
を
效
か
せ
ん
こ
と
に
於
い
て

す
︒ 

疾
か
に
太
平
を
得
ん
と
欲
す
る
者
︑
訣
を
取
る
こ
と
︑
悉
く
真
⽂
を
出
し
︑
⽽
し
て
邪
偽
の
⽂
を
絕
つ
去
る

に
於
い
て
す
る
な
り
︒ 

⼈
の
復
た
⼥
を
殺
傷
せ
ざ
ら
ん
と
樂
い
思
わ
ん
と
欲
す
る
者
は
︑
訣
を
取
る
こ
と
︑
各
お
の
其
の
處
を
居

り
︑
⼒
に
隨
い
⾐
⾷
し
︑
還
え
Ù
て
⽗
⺟
を
愁
苦
せ
し
め
て
反
逆
す
る
こ
と
勿
ら
し
む
こ
と
に
於
い
て
す
る

な
り
︒ 

疾
病
を
除
い
て
⼤
い
に
開
道
せ
ん
と
欲
す
る
者
︑
訣
を
丹
書
吞
字
に
取
る
︒ 

集
い
て
書
訣
を
⾏
う
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
や
︑
其
の
⽂
の
如
く
し
て
丁
寧
を
重
ね
︑
善
く
之
を
約
束
し
︑
之

を
⾏
う
こ
と
⼀
⽇
な
れ
ば
︑
百
害
の
⼈
⼼
を
猾
︵
み
だ
︶
す
を
消
し
︑
⼀
旦
に
轉
じ
て
都
て
正
し
く
な
る
︒

以
て
天
信
と
爲
す
︒ 

 



 

 

5 

 

︻
訳
②
︼ 

わ
た
し
の
書
を
な
ら
お
う
と
す
る
も
の
は
︑
真
と
偽
を
⾒
分
け
て
治
め
︑
太
平
に
向
う
︒
そ
れ
を
天
信
︵
天

意
の
証
し
︶
と
な
す
︒ 

⻑
寿
が
得
ら
れ
る
か
︑
得
ら
れ
な
い
か
を
︵
知
り
た
い
︶
も
の
は
︑
太
平
の
後
に
な
Ù
て
も
︑
ま
だ
太
平
に

な
Ù
て
い
な
い
よ
う
に
み
な
し
︑
先
⼈
の
遺
し
た
災
い
を
弊
害
と
み
な
し
︑
教
令
を
發
効
さ
せ
難
い
と
み
な

す
︵
慎
重
さ
に
︶
秘
訣
を
定
め
︑
そ
れ
を
天
信
と
な
す
︒  

︵
三
氣
の
中
︶
太
陽
に
よ
Ù
て
太
平
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
︑
武
器
を
斷
ち
き
り
︵
戰
爭
を
な
く

す
︶
こ
と
に
よ
Ù
て
秘
訣
を
定
め
る
︒
そ
れ
を
天
信
と
な
す
︒ 

⽔
と
⽕
に
よ
Ù
て
奸
⾂
を
嫌
い
絶
ち
き
り
︑
よ
こ
し
ま
な
事
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

は
︑
秘
訣
を
定
め
る
こ
と
︑
武
器
を
斷
ち
き
り
︑
お
酒
の
販
賣
を
衰
え
さ
せ
る
︒ 

天
道
を
體
得
し
て
⼤
に
法
度
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
は
︑
あ
ら
ゆ
る
⽂
章
に
書
か
れ
て
い
る
秘
訣
と

⼈
々
の
⾔
說
を
取
り
調
べ
正
す
こ
と
に
よ
Ù
て
秘
訣
を
定
め
る
︒ 

︵
世
の
中
を
治
す
︶
良
い
藥
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
は
︑
あ
ら
ゆ
る
處
⽅
⽂
を
取
り
調
べ
校
正
し
︑
そ
れ
を

効
か
せ
る
こ
と
に
秘
訣
を
定
め
る
︒ 

す
み
や
か
に
太
平
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
︑
す
べ
て
の
真
⽂
を
世
の
中
に
出
し
︑
邪
偽
の
⽂
を
絕
ち
去
る
こ

と
に
秘
訣
を
定
め
る
︒  

⼈
々
が
ふ
た
た
び
⼥
性
を
傷
つ
い
た
り
殺
し
た
り
さ
せ
な
い
と
思
い
願
う
も
の
は
︑
れ
ぞ
れ
そ
の
居
場
所
に

居
り
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
⼒
に
合
わ
せ
て
⾐
⾷
を
備
え
︑
還
え
Ù
て
⽗
⺟
を
愁
え
さ
せ
た
り
︑
氣
を
逆
ら
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
︑
秘
訣
を
定
め
る
︒ 

疾
病
を
な
く
し
︑
⼤
に
道
を
開
こ
う
と
す
る
も
の
は
︑
丹
書
し
て
符
字
を
服
⽤
す
る
こ
と
に
秘
訣
を
定
め

る
︒ 

⼈
々
が
集
ま
Ù
て
書
訣
を
⾏
う
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
う
な
ら
︑
そ
の
書
か
れ
た
⽂
の
通
り
︑
丁
寧
を
重

ね
︑
善
く
こ
れ
を
約
束
す
る
︒
こ
れ
を
⼀
⽇
⾏
う
こ
と
で
︑
百
害
の
⼈
⼼
を
み
だ
す
も
の
は
消
え
去
り
︑
⼀

旦
の
轉
經
で
都
て
が
正
し
く
な
る
︒
そ
れ
を
天
信
と
な
す
︒ 

 

︻
注
釈
②
︼ 

〇
先
⼈
流
災
為
害  

﹃
太
平
經
﹄
卷
九
⼗
六
⼰
部
之
⼗
⼀
﹁
守
⼀
⼊
室
知
神
戒
﹂
第
⼀
百
五
⼗
⼆ 

﹁
是
⽂
乃
天
所
以
券
正
凡
⼈

之
⼼
︑
以
除
下
古
承
負
先
⼈
之
餘
流
災
︑
以
解
天
病
︑
以
除
上
德
之
君
承
負
之
謫
也
︒
⼦
知
之
邪
﹂
︒ 

 

〇
⼤
陽
欲
知
太
平
者 

﹃
太
平
經
﹄
卷
⼗
⼋
⾄
三
⼗
四
⼄
部
不
分
卷
﹁
名
爲
神
訣
書
﹂
﹁
太
陰
・
太
陽
・
中
和
三
氣
共
爲
理
︑
更
相

感
動
︑
⼈
爲
樞
機
︑
故
當
深
知
之
﹂
︒ 

 

〇
斷
⾦ 

﹃
易
﹄
繫
辭
上
傳
﹁
⼦
⽈
︑
君
⼦
之
道
︑
或
出
或
處
︑
或
默
或
語
︒
⼆
⼈
同
⼼
︑
其
利
斷
⾦
︑
同
⼼
之
⾔
︑

其
臭
如
蘭
﹂
︒ 
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〇
取
訣
於
拘
校
眾
⽂
︑
與
凡
⼈
訣
辭
也
︒
欲
得
良
藥
者
︑
取
訣
拘
校
凡
⽅
⽂
︑
⽽
效
之
也
︒
欲
得
疾
太
平

者
︑
取
訣
於
悉
出
真
⽂
︑
⽽
絕
去
邪
偽
⽂
也
︒ 

﹃
太
平
經
﹄
卷
四
⼗
⼀
丙
部
之
七
﹁
件
古
⽂
名
書
訣
﹂
第
五
⼗
五
﹁
是
故
天
使
吾
深
告
敕
真
⼈
︑
付
⽂
道
德

之
君
︑
以
⽰
諸
賢
明
︑
都
并
拘
校
︑
合
天
下
之
⽂
⼈
⼝
訣
辭
︑
以
上
下
相
⾜
︑
去
其
復
重
︑
置
其
要
⾔
要
⽂

訣
事
︑
記
之
以
爲
經
書
︑
如
是
迺
后
天
地
真
⽂
正
字
善
辭
︑
悉
得
出
也
︒
邪
偽
畢
去
︑
天
地
⼤
病
悉
除
︑
流

災
都
滅
亡
︑
⼈
⺠
萬
物
迺
各
得
居
其
所
矣
︐
無
復
殃
苦
也
︒
﹂ 

 

〇
欲
除
疾
病
⽽
⼤
開
道
者 

﹃
太
平
經
﹄
卷
四
⼗
九
丙
部
之
⼗
五
﹁
急
學
真
法
﹂
第
六
⼗
六
﹁
有
上
古
⼤
真
道
法
︑
故
常
教
其
學
道
・
學

德
・
學
壽
・
學
善
・
學
謹
・
學
吉
・
學
古
・
學
平
・
學
⻑
⽣
︒
所
以
盡
陳
善
者
︑
天
之
爲
法
︑
乃
常
開
道

⾨
︒
﹂ 

 

〇
取
訣
於
丹
書
吞
字 

﹃
太
平
經
﹄ 

卷
九
⼗
⼆
⼰
部
之
七
﹁
洞
極
上
平
氣
無
蟲
重
複
字
訣
﹂
第
⼀
百
三
⼗
六
﹁
⾃
是
之
後
︑
天
樂

⼈
爲
正
直
︑
以
他
⽂
爲
之
︑
天
神
亦
助
下
之
︑
隨
⼈
意
往
來
︒
上
⼠
⾒
⼈
吞
字
︑
歸
思
亦
然
︑
當
⼀
吞
字
皆

能
教
︒
故
⽈
天
道
⼀
旦
⽽
⾏
︒
﹂ 

 

︻
原
⽂
③
︼ 

﹁
請
問
︑
瑞
者
何
等
之
名
也
﹂
︒ 

﹁
⼦
何
故
為
愚
耶
︒
﹂ 

﹁
願
天
師
不
棄
︑
⽰
以
⼀
⾔
︒
﹂ 

﹁
夫
瑞
者
︑
清
也
︑
靜
也
︑
正
也
︑
專
也
︑
⼼
與
天
地
同
︑
不
犯
時
令
也
︒
﹂ 

﹁
願
聞
︒
以
何
知
其
清
靜
・
端
正
・
專
⼀
耶
﹂
︒ 

﹁
善
哉
︑
⼦
之
問
也
︒
夫
天
地
之
性
︑
⾃
古
到
今
︑
善
者
致
善
︑
惡
者
致
惡
︑
正
者
致
正
︑
邪
者
致
邪
︑
此

⾃
然
之
術
︑
無
可
怪
也
︒
故
⼈
⼼
︑
端
正
清
靜
︑
⾄
誠
感
天
︑
無
有
惡
意
︑
瑞
應
善
物
︑
⼀
故
能
致
瑞
應

也
︒
諸
邪
⽤
⼼
佞
偽
︑
皆
無
善
應
︒
此
天
地
之
⼤
明
徵
也
︒
⼦
知
之
耶
︒
善
惡
皆
有
應
也
︑
不
調
和
者
致
不

和
︑
此
天
之
明
效
也
︒
﹂ 

﹁
善
哉
︒
﹂ 

 

︻
校
勘
③
︼ 

﹃
太
平
經
﹄
卷
之
⼀
百
⼋ 

﹁
瑞
議
訓
訣
﹂
第
⼀
百
七
⼗
四 

⒒
﹁
請
問
瑞
者
︑
何
等
之
名
也
﹂
︑ 

﹃
太
平
經
﹄
作
﹁ 

請
問
瑞
者
︑
何
等
之
名
字
也
﹂ 

⒓
﹁
⼦
何
故
為
愚
耶
﹂
︑
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁
⼦
何
故
因
爲
愚
邪
﹂ 

⒔
﹁
願
天
師
不
棄
︑
⽰
以
⼀
⾔
﹂
︑
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁
不
敢
故
愚
也
︑
實
不
及
︒
願
天
師
不
棄
︑
⽰
以
⼀

⾔
︒
﹂ 

⒕
﹁
夫
瑞
者
︑
清
也
︑
靜
也
︑
正
也
︑
專
也
﹂
︑
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁ 

瑞
者
︑
清
也
︑
靜
也
︑
端
也
︑
正

也
︑
專
也
︑
⼀
也
﹂ 

⒖
﹁
瑞
應
善
物
⼀
︑
故
能
致
瑞
應
也
﹂
︑
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁
瑞
應
善
物
爲
其
出
︒
⼦
欲
重
知
其
⼤
信
︑
古
者

⼤
聖
賢
皆
⽤
⼼
清
靜
專
⼀
︑
故
能
致
瑞
應
也
﹂ 
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⒗
﹁
善
惡
皆
有
應
也
﹂
︑
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁
然
邪
者
致
邪
︑
亦
是
其
應
也
﹂ 

⒘
﹁
不
調
和
者
致
不
和
︑
此
天
之
明
效
也
﹂
︑
﹃
太
平
經
﹄
作
﹁
不
調
者
致
不
調
︑
和
者
致
和
︑
此
天
之
應

明
效
也
﹂ 

 

︻
書
き
下
し
⽂
③
︼ 

︵
眞
⼈
︶
請
い
て
問
う
︑
﹁
瑞
な
る
者
は
何
等
の
名
な
る
や
﹂
︒ 

︵
天
師
︶
﹁
⼦
は
何
故
に
愚
為
や
﹂
︒ 

︵
眞
⼈
︶
﹁
願
わ
く
は
天
師
棄
て
ず
と
︑
⽰
す
こ
と
⼀
⾔
を
以
て
せ
よ
︒
﹂ 

︵
天
師
︶
﹁
夫
れ
瑞
な
る
者
︑
清
な
り
︑
靜
な
り
︑
正
な
る
︑
專
な
る
や
︑
⼼
と
天
地
と
は
同
じ
く
︑
時
令

を
犯
さ
ざ
る
な
り
︒
﹂ 

﹁
願
わ
く
は
聞
か
ん
︑
何
を
以
Ù
て
か
︑
其
の
清
靜
・
端
正
・
專
⼀
を
知
る
や
︒
﹂ 

﹁
善
な
る
か
な
︑
⼦
の
問
い
な
る
や
︒
夫
の
天
地
の
性
︑
古
⾃
り
今
に
到
る
ま
で
︑
善
な
る
者
は
善
を
致

し
︑
惡
な
る
者
は
惡
を
致
し
︑
正
な
る
者
は
正
を
致
し
︑
邪
な
る
者
は
邪
を
致
す
︒
此
れ
⾃
然
の
術
︑
怪
し

む
可
く
こ
と
無
き
な
り
︒
故
に
⼈
⼼
は
端
正
清
靜
な
り
て
︑
⾄
誠
も
Ù
て
感
天
し
︑
惡
意
有
る
無
く
︑
瑞
應

は
善
物
な
り
︒
⼀
と
な
る
が
故
に
能
く
瑞
應
を
致
す
な
り
︒
諸
の
邪
は
⼼
を
⽤
う
る
こ
と
佞
偽
し
︑
皆
な
善

應
無
し
︒
此
れ
天
地
の
⼤
明
徵
な
り
︒
⼦
は
之
を
知
る
か
︒
善
惡
皆
應
ず
る
有
る
な
り
︑
不
調
和
な
る
者
は

不
和
を
致
た
し
︑
此
れ
天
の
明
效
な
り
︒
﹂ 

﹁
善
き
か
な
﹂
︒ 

 

︻
訳
③
︼ 

︵
眞
⼈
︶
﹁
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︑
瑞
な
る
も
の
は
ど
う
い
Ù
た
名
称
で
し
t
う
か
︒
﹂ 

︵
天
師
︶
﹁
あ
な
た
は
︑
な
ん
と
愚
か
な
の
か
︒
﹂ 

︵
眞
⼈
︶
﹁
天
師
は
み
す
て
な
い
で
︑
⼀
⾔
を
⽰
し
て
く
だ
さ
い
︒
﹂ 

︵
天
師
︶
﹁
瑞
は
︑
清
く
︑
浄
く
︑
正
し
く
︑
専
ら
で
あ
り
︑
⼼
と
天
地
は
同
じ
く
︑
時
令
に
む
く
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
﹂ 

︵
眞
⼈
︶
﹁
何
を
も
Ù
て
清
靜
︑
端
正
︑
專
⼀
を
知
り
ま
す
か
︒
聞
き
た
い
と
願
い
ま
す
︒
﹂ 

︵
天
師
︶
﹁
良
い
こ
と
で
す
︑
あ
な
た
が
し
た
質
問
は
︒
す
べ
て
の
天
地
が
持
Ù
て
い
る
本
性
は
︑
古
よ
り

現
在
に
い
た
る
ま
で
︑
善
た
る
は
善
を
い
た
し
︑
悪
た
る
は
悪
を
い
た
し
︑
正
し
き
は
正
を
い
た
し
︑
邪
た

る
者
は
邪
を
い
た
し
ま
す
︒
こ
れ
は
⾃
然
の
術
な
り
︑
怪
し
む
こ
と
は
⼀
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
︒
そ
れ
で
⼈
⼼

は
端
正
・
清
靜
で
あ
Ù
て
︑
⾄
誠
あ
れ
ば
感
天
し
︑
悪
意
は
無
く
︑
瑞
應
は
善
物
で
あ
り
︑
︵
⼼
が
︶
専
⼀

に
な
る
が
ゆ
え
に
︑
瑞
応
を
い
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
⾊
々
の
邪
惡
は
⼼
の
持
ち
か
た
が
佞
偽
な
る
の

で
︑
す
べ
て
善
い
應
い
が
無
り
ま
せ
ん
︒
こ
れ
は
天
地
が
付
与
す
る
⼤
な
る
し
る
し
で
す
︒
あ
な
た
は
知
Ù

て
い
ま
す
か
︒
善
悪
は
す
べ
て
應
ず
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
不
調
和
な
る
も
の
は
不
和
を
い
た
し
︑
こ
れ
は

天
が
付
与
す
る
明
効
で
あ
り
ま
す
︒
﹂ 

︵
眞
⼈
︶
﹁
す
ば
ら
し
く
︑
よ
い
こ
と
で
す
︒
﹂ 

 

︻
注
釈
③
︼ 

〇
請
問
瑞
者
何
等
之
名
也: 

﹁
な
ん
ら
﹂ 
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﹃
後
漢
書
﹄
孫
程
列
傳
﹁
尚
書
郭
鎮
時
臥
病
︑
聞
之
︑
即
率
直
宿
⽻
林
出
南
⽌
⾞
⾨
︑
逢
景
從
吏
⼠
︑
拔
⽩

刃
︑
呼
⽈
︑
﹁
無
⼲
兵
﹂
︒
鎮
即
下
⾞
︑
時
節
詔
之
︒
景
⽈
︑
﹁
何
等
詔
︒
﹂  

﹃
太
平
經
﹄
卷
⼗
⼋
⾄
三
⼗
四
⼄
部
不
分
卷
﹁
守
⼀
明
法
﹂
﹁
守
⼀
時
之
法
︑
⾏
道
優
劣
︒
夫
道
何
等
也
︒

萬
物
之
元
⾸
︑
不
可
得
名
者
︒
六
極
之
中
︑
無
道
不
能
變
化
︒
﹂ 

 

〇
不
犯
時
令  

﹃
太
平
經
﹄
卷
⼀
百
⼗
⼋
庚
部
之
⼗
六
﹁
天
神
考
過
拘
校
三
合
訣
﹂
第
⼆
百
⼀
⼗
⼀
﹁
今
天
上
良
善
平
氣

⾄
︑
常
恐
⼈
⺠
有
故
犯
時
令
⽽
傷
之
者
﹂
︒ 

 

〇
願
聞
以
何
知
其
清
靜
端
正
專
⼀
耶 

﹃
太
平
經
﹄ 

卷
⼀
百
⼆
⼗
⾄
⼀
百
三
⼗
六
⾟
部
不
分
卷
﹁
凡
⼈
能
執
善
︑
清
靜
⾃
居
︑
外
不
妄
求
端
正
︑

內
⾃
與
腹
中
王
者
相
⾒
︑
謂
明
能
還
睹
其
⼼
也
﹂
︒ 

 

〇
天
地
之
性 

﹃
孝
經
﹄
聖
治
﹁
曾
⼦
⽈
︑
敢
問
聖
⼈
之
德
︑
無
以
加
於
孝
乎
︒
⼦
⽈
︑
天
地
之
性
︑
⼈
為
貴
︒
⼈
之
⾏
︑

莫
⼤
於
孝
︒
孝
莫
⼤
於
嚴
⽗
︒
嚴
⽗
莫
⼤
於
配
天
︑
則
周
公
其
⼈
也
﹂
︒ 

﹃
太
平
經
﹄
卷
⼗
⼋
⾄
三
⼗
四
⼄
部
不
分
卷
﹁
名
爲
神
訣
書
﹂
﹁
元
氣
⾃
然
︑
共
爲
天
地
之
性
也
︒
﹂ 

 

〇
⾄
誠
感
天  

﹃
禮
記
﹄
中
庸
﹁
唯
天
下
⾄
誠
︑
為
能
經
綸
天
下
之
⼤
經
︑
⽴
天
下
之
⼤
本
︑
知
天
地
之
化
育
﹂
︒ 

 

﹃
漢
書
﹄
鄒
陽
傳
﹁
⾂
聞
忠
無
不
報
︑
信
不
⾒
疑
︑
⾂
常
以
為
然
︑
徒
虛
語
⽿
︒
昔
荊
軻
慕
燕
丹
之
義
︑
⽩

虹
貫
⽇
︑
太
⼦
畏
之
︒
︵
應
劭
⽈
︑
燕
太
⼦
丹
質
於
秦
︑
始
皇
遇
之
無
禮
︑
丹
亡
去
︑
厚
養
荊
軻
︑
令
⻄
刺

秦
王
︒
其
精
誠
感
天
︑
⽩
虹
為
之
貫
⽇
也
︒
︶
﹂ 

﹃
太
平
經
﹄
卷
⼀
百
五
⼗
四
⾄
⼀
百
七
⼗
癸
部
不
分
卷
﹁
神
⼈
真
⼈
聖
⼈
賢
⼈
⾃
占
可
⾏
是
與
⾮
法
﹂ 

﹁
夫
瑞
應
反
從
胸
中
來
︑
隨
念
往
來
︑
須
臾
之
間
︑
周
流
天
下
︒
⼼
中
所
欲
︑
感
動
皇
天
︑
陰
陽
爲
移
︑
⾔

語
⾄
誠
感
天
︑
正
此
也
﹂
︒ 

 


